
今和 2年度 第2学年 理科 学年末テスト(R3.2.|,実施)
2年  組  番 名前

(1)炭酸水素ナトリウムを加熱したとき,二酸化炭素と水,あ と何という物質に分解されたか。

(2)酸素や銀など, 1種類の原子からできている物質を何とtヽ うか。

(3)2種類以上の物質が結びついて別の物質が生成する化学変化を何というか。
(4)マ グネンウムの燃焼を表す反応を、化学反応式で書きなさい.

(5)酸化銅と炭素を混せて加熱したときの反応を.イヒ学反応式で書きなさい。

(6)熱を吸収する化学変化を何というか。

(7)形やはたらきが同じ細胞が集まったものを何というか.

(8)肺の気管支の先端にあるうすい膜の袋を何というか。

(9)毛細血管からしみ出し.組胞をひたしている血しょうの一部をrl∫というか。

(10)養分を吸収されやすい形に変化させる過程を何というか。

(11)ま わりの状態を刺激こして受け取ることができる体の部分を何というか。

(12)外骨路をもち,体が多くの節からできている無セキツイ動物を何というか。

(13)各部分に加わる電′+:の大ききがすべて同じである回路は.直列回路・並列回路のどちらか.
(14)電流の流れにくきを何というか.
r10)電流が流れにくい物質を何というか。

(16)磁界の向きを順につないでできる線を何というか.

(17)摩擦によって物質にたまった電気を何というか,

(18)た まっていた電気が流れ出たり,気体Ⅲを電流が流れ出たりする現象を何というか.

(19)地球を取り巻く気体を何というか。

(20)地表付近にできた雲を何というか。

気象観測の方法について,次の問いに答えなさい。
(21)雲量が図 1の A・ Bの とき,天気はそれぞれ何か答えなさい。

図 l A

ヨ量9 雲量3

※ ていねいな字で書くこと。議めなヽヽものや漢事の間違ヽヽはXI=な ります。
次の問いに答えなさい。(各 1点 )

(22)(21)A・ Bの天気を天気記号でそれぞれ書きなさい。

(23)次の天気,風向,風力を記号で表しなさい。(各 2点 )
①天気 :く もり 風向 :東南東 風力 :4
②天気 :晴れ  風向 :北西  風力 :1
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ある日の気温,湿度,風向 風力,気
'Eを
調べた。表は湿度表の一部である。次の問いに答えなさい。

2
乾湿計

A B

100 82 73 65

`00
91 81 72 64

,0 81100 72 63
100 80 71 62

`OO
90 70 61

100 89 79 69 59
100 78 68 58

(24)図 2ウ乾湿計で湿■はA・ Bの .どちらか`.〔号で答ぇなきい.

(251図 2つ乾湿計からこのと専の温度は何%であると考ぇられるか,湿度表を用いて求めなさい.

(2`｀ 気温を1ま
`ヽ

るとき 地上から約何mの ところではかるのがよいか.答えなさい.
(27,図 2の乾湿言|の Aと Bの示レている温度の差が小さいとき,湿度は高くなる。その理由を簡単に答えな

きい.

下館中第一理科室の「水蒸気から水満に変わる温度」を調べるために,図 3の ような実験を行った。ぁ水で
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爆き数塑,2曼度たI:↓〕●土二生■ (はQ£全娠:製2ュ滋 そ2itti襲:mi曇:雄之鼓1ヱ。図4と表1は ,
気温と飽和水蒸気量の関係を表したものである.次の問いに答えなさい。
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気温 (℃ )

水
ネ
気

ふ
く
ま
れ

0 4.8 16 13.6
2 5.6 18 15.4
4 6.4 20 17.3

6 7.3 22 19.4

8 8.3 24 21.3
10 9.4 26 24.4
12 10.7 28 27.2
12.1 3014 30.4

(28)空気の温度を下げたときに出てくる水滴の量を示しているのは図 4の a.bの どちらか,記号で答えなさ

い .

(29)下線部あのときの温度を何というか答えなさい。

(30)(29)の とき. この空気 lm`あたりに何 gの水蒸気が含まれていたか答えなさい。

(31)図 3の実験を行った際の理科室の気温は22・Cであった。このとき理科室の湿度は何%か、答えなき

い。 (た だし̀ 小数第 1位まで求めること)

(32)図 3の実験において金属製のコップを使ったのはどうしてか,答えなさい。
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下の表は気温と飽和水蒸気量の関係を表したものである。次の問いに答えなさい。

気温 (・C) 10 14 16 18 20 22 24 26 28

飽和水蒸気量 (g) 6.4 73 9.4 107 12.1 13.6 15.4 17.3 19.4 21.8 24.4 27.2

(33)飽和水蒸気量が 218g・n'(lm'中 に173gの水蒸気をふくむ空気の湿度は何%か答えなさい.
(■ ● .́小数第 1仁まで求めること

'

●

(34,飽和水蒸気量が 244g′m'で湿度 62%の空気 1■ `中の水蒸気の量を答ぇなさい。

(35)24・Cで lm=中に 12.lgの水蒸気をふくむ空気が l m3中 にさらにぶくめる水蒸気の量を答えなさい.

(36)22・Cで lmt■に 17.3gの水蒸気をふくむ空気を12・Cま で冷やしたときに出てくる 1‐ 3あたりの水

滴・)量を答えなさい。

雲がどのようにできるか調べるために図5の ようにして実験を行った。次の問いに答えなさい。

図 5
サ ー ス 度針

【実験】

C' 図5の ような装置をつくり, ピス l・ ンをすばやくう:いた,戻

したりして, フラスコの中の温度やゴム風船のよう,=寄
=し

た.

0 フラスコの中を少量の水でぬらしたあと,基査の二を′
'、
■、ビ

ストンを引いたり.お したりしたときのフラスコら■のよ■,
や温度変化を観察する.

注雛器

ビストン

ゴム凰船

(37)ビ ストンをすばやく引いたとき,10ゴム風船, 2温度はどうなったか.簡単に答えなさい.

(38)(37,の ようになる理由を答えなさい.

(39)次の文章に当てはまる言葉を答えなさい.

「この実験において,緑呑の煙は (  39  )の 役割をしている.」
(40)=を つくる上昇気流のでき方として適切なものを次のア～ウの中から選び,記号で答えなきい.
ア 冷たい空気が暖かい空気の上にはい卜がる。
イ 太陽の熱によって地面があたためられ,空気が上昇する。
ウ 降水によって地面が冷やされ,空気が上昇する。

12

66 8.3



国6の ような装置を電源装置につないでコイルに電流を流したところ, cの方向にコイルは力を受けた。
ま た フはモーターのしくみ した の で る の い に 0ヽ

図 8ア 電極A

蛍光板

電極B
光る線

図 8イ

(41)図 6に おいて,磁石、こよる磁 :日の向きは.a～ dの どれか,記号で答えなさい.

(42)図 61こ おいて,V字磁石のN極とS極の向きを変えずに電流の流れる向きを変えると, コイルは a～ dの
どの向きに力を受けるか,記号で答えなさい。

(43)コ イルが受ける力を大きくするには, どうすればよいか次のア～オから適切なものを二企て選び,記号
で答えなさい.

ア U享磁石の向きを逆にする.
イ コイルの巻き数を多くする.
ウ U字磁石の磁力を大きいものに変える.
工 飼線に流れる電流の大きさを小きくする.
ォ 銅線に流れる電流の大きさを大きくする.

(44)モ ーターは, コイルを流れる電流か磁石の磁界から力を受|ナ ることで回転している.図フ0では, コイ

ルのCDの部分は下向きの力を受けている。このとき、 ABの部分ではどちらの向き|こ力を受けるか,答
えなさい。

(45)図 フ②は,整流子とブランを使ってある。」きを切り替えている。何の向きか答えなさい。

図 8のアとイはクルックス管に大きな電圧をかけたときのようすを表したものである。次の間いに答えな

さい。

(46)図 8アのクルックス管の蛍光技には光る線が見られた.

これは+極 と一極のどちらから出ている0か、 当てはまるにうを

丸でかこみなさい。

(47)図 8の電極 Aを ―極,電 1,薇 Bを 一極にして電圧をつ・けると、

この光る線は■・下のどちらに出がるか, 当てはまるほうを丸で

かこみなきい。

(48)(47)の結果から, この光る線をつくっている小さな粒は+と 一の

どちらの電気をおびているか答えなさい.

(49)図 8の光る線のことを何というか答えなさい。

(50)ク ルックス管に磁石を近づけると,(49)は図8イ のように 1側

に由がった。磁石のN極とS極を逆にすると (49),ま どうなるか

答えなさい.

コイル

ブラシ

図 6 図7①
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